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各 位 

社団法人日本証券アナリスト協会 

 

2005 年 3 月 CIIAⓇ試験問題における一部表記の不一致およびこれに関連する措置について 

 
拝啓 時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

1. 2005 年 3 月に実施された CIIAⓇ試験（注）の第 2 単位第 5 問ａ１）におきまして、当協会

が英語から日本語に翻訳した問題文中のオプションの権利行使価格は 900、1,000 および

1,100 となっておりましたが、権利行使価格とオプション価格との関係を示す図においては、

その権利行使価格をそれぞれ 90、100 および 110 と表示する誤りがありました。関係の皆様

には多大のご迷惑をおかけしたことを深くお詫び申し上げます。 

2. 上記誤りにつきましては、試験の合否の厳正かつ公平な判定の観点から、試験実施主体で

ある ACIIA（Association of Certified International Investment Analysts）とも協議の

上、当該問題については日本協会の受験者全員を満点の扱いとして再度合否判定を行いまし

た。その結果、第 2単位では 7名の受験者が新たに合格となり、この 7名全員が CIIAⓇ 資格

を取得することとなりました。 

3. この結果 2005 年 3 月の CIIAⓇ試験結果は別表のとおりとなりました。 

4. 当協会としましては、試験問題作成のすべての段階における確認体制を再点検した上で所

要の見直しを行い、再発防止に全力で取り組むこととしております。 
敬具 

 

(注)CIIAⓇ試験は、各国の資本市場の多様性を尊重しつつ国際的に通用する投資アナリスト

の育成を目的とする高水準の教育試験制度です。世界各国の証券アナリスト協会とその連

合会が会員となって2000年6月に設立したスイスの非営利法人ACIIA（Association of 

Certified International Investment Analysts）が主体となって運営しています。 

制度への加盟団体は、欧州、アジア、ラテンアメリカさらにはアフリカと世界中に広がり

を見せ、全体で26協会および２アナリスト連合会に達し、今後も増加が見込まれています。 

試験は年２回（3 月と 9 月）、世界各国の試験会場で実施され、2001 年 3 月の第１回以来、

すでに９回を数え、試験実施協会も 18 協会に増加しております。 



 

 

（別表）第１回からの CIIAⓇ試験結果 

第 1単位 第 2単位   

受験 

者数 

合格率 受験 

者数 

合格率 

CIIAR 

取得者 

数累計 
増加数 

第１回（2001 年 3 月） 1,199 84.2％ 1,172 74.1％ 814 814 

第 2 回（2001 年 9 月） 52 51.9％ 85 67.1％ 871 57 

第 3 回（2002 年 3 月） 700 68.0％ 765 77.4％ 1,365 494 

第 4 回（2002 年 8 月） 138 66.7％ 107 67.3％ 1,443 78 

第 5 回（2003 年 3 月） 765 70.1％ 704 66.6％ 1,912 469 

第 6 回（2003 年 9 月） 362 60.9％ 355 54.8％ 2,104 192 

第 7 回（2004 年 3 月） 673 54.4％ 664 58.7％ 2,415 311 

第 8 回（2004 年 9 月） 274 53.3％ 268 47.0％ 2,529 114 

第 9 回（2005 年 3 月） 575 75.5％ 543 54.3％ 2,871 342 

   （国別／協会別の内訳は現在のところ公表されていません。） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本件に関する照会、連絡先】 
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                  事 務 局 長 平賀 八郎 

                  教育第三企画部長 佐野 三郎 
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